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	光小だより
	6 金 特別B5(昼休み無し）日課１３：５５下校　
	11 水 A4日課　ウォーキングタイム　
	25 水 読書タイム　委員会②　 26 木 B6日課　ロング（代表委員会②）　教育相談日
	り）　教材費（PTA会費）引き落とし日
	ポジティブを引き出す、ポジティブで引き出す
	校長　三谷　将史
	　風薫る爽やかな季節。木々がぐんと成長する時期でもあ りますが、光が丘小学校の子どもたちの成長も目を見張るものがあります。
	先日、6年生が校長室に来て、「国語でインタビューの学習をしています。光が丘小学校の良いところを教えてください。」とインタビューをしてくれました。私は、毎朝子どもたちが元気に挨拶をしてくれることや、毎週実施しているウォーキングタイムやおひさまタイムのおかげでみんなが元気で健康なこと、6年生が学校のリーダーとして1年生や低学年のお手伝いを率先して行ってくれていることなどを話すと、子どもたちは、嬉しそうに、うん、うんと頷きながら聞いてくれていました。
	また、4年生では、学級内の素敵な言動を言葉にして掲示したり、場面を写真に撮って共有したりする取組を行っていました。その中には、「パソコン教えてくれてありがとう」や「遊んでくれてありがとう」などのお礼のほか、「音楽係頑張っているね」、「手洗いマスターだね」など、普段の行動から素敵を見つけるような言葉も書かれていました。
	私たちは、普段、できていることは「当たり前」のこと
	と捉えて、できないことに目を向けてしまいがちです。そもそも、学校は学習などをできるようになるための場所なので、できないことに目を向け改善を図っていくことは当然なこととも言えます。
	しかし、その過程の中で、何かをしなくてはならない、
	してはならないという指導や叱責よりも、今、目の前で発揮しようとしているその子なりの良さをポジティブに捉えて価値づけ、認めることの方が、回り道のように見えて、実は効果的なのかもしれません。
	日常の中で、できていることや頑張っていることに着目
	することで、さらに良い効果を生み出していく。そんな取組が子どもたちの中で行われていることが光が丘小の素敵なところだと感じています。
	子どもたちの言葉にはこんな素敵なものもありました。
	「学級のみんなは良いところを見つける達人」私も達人を目指して頑張りたいと思っています。
	水泳学習 　２３日（月）より水泳学習が始まります。先日メール配 信しました、水泳学習についてのお知らせを必ずご確認の上、準備等よろしくお願いします。
	６年修学旅行 　６月１３日（金）から１泊２日で６年生の修学旅 行があります。日光東照宮をはじめ、華厳の滝や日 光江戸村など、歴史や自然とふれあってきます。
	13日（金）と16日（月）は、登校班に6年生はい
	ません。
	１，２年ふれあい遠足 　３日（火）、１，２年生合同のふれあい遠足で、新江ノ 島水族館に行きます。１，２年生で協力して、思い出の残る楽しい遠足にしてほしいです。
	６月の目標 ＊生活目標：心も体もけんこうになろう＊保健目標：歯を大切にしよう ＊給食目標：よくかんで食べよう



